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地域とともに歩むしらゆり会［広報誌］
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平
成
25
年
は
安
倍
政
権
が
経
済
再
生
の
政
策
運
営
を

進
め
る
た
め
、
規
制
改
革
を
推
進
し
、
雇
用
分
野
、
医
療
・

福
祉
分
野
、
農
業
分
野
な
ど
規
制
改
革
の
狼
煙
を
数
多

く
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
株
価
や
長
期
金
利

の
乱
高
下
し
て
い
る
中
、
確
実
に
円
安
に
よ
る
国
民
生

活
の
弊
害
は
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
歳
出

削
減
の
方
向
性
は
見
え
て
い
な
い
状
態
で
す
。
第
二
の

バ
ブ
ル
と
な
ら
な
い
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
世
界
は
変
化
の
波
に
ど
こ
も
が
喘
い
で
い

る
状
況
で
、
日
本
だ
け
が
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る

と
は
だ
れ
も
思
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
新
次
元
で

の
覇
権
争
い
は
国
内
や
世
界
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
我
々
を
取
り
巻
く
福
祉
の
世
界
も
、
団

塊
の
世
代
の
高
齢
化
と
人
口
減
に
向
か
う
狭
間
で
大
き

く
変
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
保
険
部
会

に
お
い
て
、
制
度
見
直
し
に
向
け
た
論
点
を
整
理
し
、

介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
賃
金
水
準
の
政
策
的
引

き
上
げ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
。
ま
た
、
介
護
利
用

者
の
う
ち
軽
度
の
「
要
支
援
者
」
を
介
護
保
険
の
対
象

か
ら
除
外
す
る
案
な
ど
介
護
保
険
料
抑
制
も
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

しらゆり第29号発刊に寄せて　

社会福祉法人しらゆり会

   理事長　 国頭　正治

そ
し
て
、
働
く
女
性
の
施
策
と
し
て
、「
待
機
児
童
解

消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を
展
開
し
、
子
育
て
環
境
の
支
援

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
は
た
し
て
、
現
実
問
題
と
し
て

ど
れ
だ
け
の
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
保

育
所
の
緊
急
拡
大
は
保
育
士
の
確
保
に
対
し
、
保
育
士

不
足
の
解
消
は
簡
単
に
は
進
み
ま
せ
ん
。

大
き
な
法
改
正
は
報
道
等
で
知
る
機
会
は
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
関
心
の
薄
い
も
の
は
、
い
つ
の
間
に
こ
ん

な
法
律
が
で
き
て
い
る
の
か
と
施
行
後
に
知
る
も
の
も

多
く
あ
り
ま
す
。
変
革
の
多
い
と
き
は
注
意
し
て
い
な

け
れ
ば
、
対
処
を
見
誤
る
結
果
を
齎
し
ま
す
。

し
ら
ゆ
り
会
で
は
、
各
事
業
所
の
耐
震
化
を
強
化
す

る
た
め
、
改
修
も
し
く
は
建
て
替
え
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
将
来
の
事
業
所
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

建
物
の
維
持
管
理
に
は
際
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
設
備
の

老
朽
化
の
更
新
も
、
利
用
者
や
職
員
が
使
い
や
す
く
、

身
体
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
て
最
新
の
も
の
に
転
換
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
し
ら
ゆ
り
会
が
地
域
の
核
と
な
る
事
業
を
拡

充
し
、
地
域
の
皆
様
に
末
永
く
安
心
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
明
日
に
繋
げ
る
一
歩
を

確
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
八
月
吉
日
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
影
響
で
、
今
な
お
県
内
・
外
へ
の

避
難
や
厳
し
い
環
境
下
で
の
事
業
継
続
を
強

い
ら
れ
て
い
る
福
島
県
内
の
社
会
福
祉
法
人

を
支
援
す
る
た
め
、
全
国
社
会
福
祉
法
人
経

営
者
協
議
会
の
発
議
に
よ
り
、
福
島
県
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
全
国
の
社
会
福
祉
法

人
か
ら
の
介
護
職
員
の
派
遣
事
業
が
24
年
6

月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
当
し
ら
ゆ
り

会
で
は
島
根
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会
か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
島
根
県
内
か
ら

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
7
月
か
ら
3
か
月

間
に
わ
た
り
介
護
職
員
3
名
を
福
島
県
広
野

町
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
花
ぶ
さ

苑
」
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

派
遣
さ
れ
る
の
は
新
進
気
鋭
の
次
の
3

人
の
方
々
で
、
1
か
月
交
代
で
現
地
の
施
設

で
利
用
者
の
食
事
や
入
浴
等
の
介
護
業
務
に

当
た
り
ま
す
。

現
地
は
事
故
の
あ
っ
た
福
島
第
1
原
発

か
ら
30
㎞
圏
内
で
も
あ
り
、
ま
た
見
知
ら
ぬ

地
で
生
活
環
境
も
異
な
り
大
変
と
は
思
い
ま

す
が
、
し
ら
ゆ
り
会
を
代
表
し
て
是
非
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
し
ら
ゆ
り
会
に
引
き
続
い
て

県
内
他
の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
の
派
遣
が
続

け
ら
れ
れ
ば
幸
い
に
思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
相
双
地
域
等

介
護
職
員
応
援
事
業
に

し
ら
ゆ
り
会
職
員
を
派
遣

派遣される職員

光
洋
の
里
：
松
浦 

　
亮

光
洋
の
里
：
上
田 

繁
範

泉
の
園
：
日
野 

晴
史

３名を代表し決意表明する日野氏

国頭正巳県経営協会長から激励される３名（左から日野、松浦、上田の各氏）

6月25日島根県社会福祉法人経営者協議会主催の
壮行式の状況
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一.

人
権
の
尊
重

	

（
利
用
者
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
）　　

二.

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

	

（
安
全
・
安
心
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

三.

信
頼
性
の
確
保

	

（
苦
情
の
申
し
出
に
対
す
る
親
切
な
対
応
）

四.

地
域
福
祉
へ
の
貢
献

	

（
地
域
の
皆
様
へ
社
会
福
祉
事
業
へ
の
理
解
促
進

及
び
知
識
普
及
）

五.

法
令
遵
守

	

（
法
令
の
遵
守
に
よ
る
適
切
な
運
営
と
透
明
性
の

確
保
）

一
．変
化
す
る
施
策
へ
の
対
応

　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
、
子
ど
も
子
育
て
関
連
三
法

へ
の
対
応
、
市
町
村
の
介
護
保
険
第
６
期
計
画
に
向
け
た
検

討
な
ど
、
法
人
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
れ
ら
の
動

向
に
つ
い
て
注
視
し
、
先
を
見
据
え
た
対
応
を
行
い
ま
す
。

二
．希
望
の
園
　
園
舎
改
築
工
事

　

前
年
度
末
発
注
し
た
希
望
の
園
園
舎
改
築
工
事
の
本
格
実

施
に
伴
い
、
利
用
者
の
生
活
等
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

受
注
者
側
と
協
議
し
な
が
ら
、
か
つ
、
期
限
内
竣
工
を
目
指

し
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

三
．し
ら
ゆ
り
保
育
園
の
移
転
新
築

　

国
道
432
号
大
庭
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
し
ら
ゆ
り
保
育
園

移
転
新
築
は
、
移
転
先
候
補
地
に
お
い
て
バ
イ
パ
ス
建
設
工

事
と
保
育
所
建
築
計
画
と
の
調
整
が
相
互
に
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
た
め
、
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
適
切
に
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
し
ら
ゆ
り
会
の
行

う
各
事
業
に
つ
い
て
、
確
実
、
効
果
的
か
つ
適
正
に
行

う
た
め
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
共
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、
事
業
経
営
の
透
明
性
を
図
り
、

も
っ
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法
人
の
基
本
方
針

法
人
の
運
営
方
針

平成
25年度

　

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は
、
利
用
者
の
皆
様
へ
、

そ
し
て
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
次
の
五
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
し
ら
ゆ
り
会
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
良

か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
利
用
者
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め

ま
す
。
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しらゆり会役員名簿 平成25年３月８日から２年間の任期で、しらゆり会役員及び
評議員の方々が次のとおり選任されました。

永年勤続者表彰

施設名 職　名 氏　名 採用年月日
泉の園 看護師 梶谷美恵子 平成24年8月1日
光洋の里 支援員 山﨑　智子 平成25年4月1日
光洋の里 機能訓練士 中澤　恵　 平成24年6月1日
いやしの館 介護職員 蒲生　明子 平成24年9月1日
きらめき 看護師 森　　恵子 平成25年4月1日

施設名 職　名 氏　名 採用年月日

しらゆり
保育園

保育士 吉野恵美子 平成25年4月1日
保育士 門脇　静華 〃
保育士 大櫃　朋子 〃

しらゆり
第２保育園

保育士 吉坂　幸汰 〃
保育士 門脇　三奈 〃
保育士 門脇　真凛 〃
調理員 足立奈美子 平成24年5月1日

しらゆり
第３保育園

保育士 安達　美穂 平成25年4月1日
保育士 新宮也美子 〃
保育士 加藤　美咲 〃
保育士 吉岡こずえ 〃

しらゆり
千鳥保育園

保育士 渡部　智佳 〃
保育士 矢田香保里 〃
保育士 佐久間しおり 〃

事務局 主事 神庭　悠奈 平成24年12月1日

職 氏　名 現在の職業及び公職

理　事	
評議員

国頭　正治 希望の園施設長、
ワークセンター島根施設長

国頭　正久 夢楽の郷施設長
福田　暢英 （元島根銀行常務取締役、元本会施設長）
比良　幸男 松江市議会議員
小林  良二 社会保険労務士

北川　　泉 島根県老人クラブ連合会理事
（元島根大学学長）

須谷　　留 （元松江市民生児童委員協議会事務局長）

恩田　　要 松江市福祉推進委員
（元シンセイ技研㈱代表取締役）

森　　晴美 （元本会施設長）

職 氏　名 現在の職業及び公職

評議員

三島　　進 松江市議会議員、㈲三島運輸役員
瀬崎　淳一 ㈲ベリーショップ専務取締役
赤木　俊明 安国寺代表役員、（元松江市民生児童委員）
山本　寿子 松江市社会教育委員
上田　恭己 松江調理製菓製パンカレッジ校長
石田　正美 希望の園保護者会会長
竹田　純子 しらゆり保育園施設長
花田　範久 山陰中央新報社論説委員
中島　修 元県社会福祉事業団職員
金築　宏 島根銀行審査管理グループ部長

監　事
廣瀬　芳徳 栄徳商事㈱代表取締役　　　
柳原　知朗 （元松江市職員）

今年度は永年勤続20年に８名、10年に６名の方が受賞されました。心よりお喜び申し上げます。20年
を迎えられる方は、海外（６泊７日以内）、10年を迎えられる方々には国内（４泊５日以内）の職員特別
視察研修を受けられます。

本会創立47周年記念式典が、平成25年4月12日
ホテル宍道湖で開催されました。
当日は、理事、監事を含む役職員約120名が集
い、理事長式辞に始まり、永年勤続職員表彰、
島根県人権啓発推進センターの藤原博詩氏の記
念講演と続き、最後に新規採用職員の紹介が行
われました。
また、本年3月31日付けで退職された元しらゆり
千鳥保育園施設長　平野敦子氏への感謝状贈
呈も行われました。

社会福祉法人
しらゆり会 創立47周年記念式典

＜永年勤続表彰者＞

＜新規採用職員＞

年数 施 設 名 氏　名

20
年

しらゆり保育園 坂本　優紀
光洋の里 岩田　薫　
希望の園 田村　知子
光洋の里 安部　瑞恵
光洋の里 吉田　恵子
光洋の里 牧田　綾子
光洋の里 野津　奈々

しらゆり千鳥保育園 堀内　学子

年数 施 設 名 氏　名

10
年

光洋の里 大廻　健吾
光洋の里 渡部真理子
詔光の里 石本　静香
きらめき 山﨑ゆかり

しらゆり第3保育園 足立　佑介
事務局 比企　博志

平
野
元
施
設
長

記
念
講
演（
藤
原
講
師
）

新
規
採
用
職
員

理事長あいさつ

永年勤続（20年）
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①
入
札
事
業
名
：
希
望
の
園

　
倉
庫
改
装
工
事
（
指
名
競
争
入
札
）

１.

入
札
場
所

松
江
市
山
代
町
９
３
４–

５

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．入
札
年
月
日

平
成
24
年
12
月
21
日

３
．入
札
参
加
業
者

八
光
建
設
㈱
、
㈲
ヨ
シ
オ
カ
営
繕

ま
る
な
か
工
務
店他

２
社　

辞
退
届

４
．入
札
結
果

　

落
札
業
者
：
㈲
ヨ
シ
オ
カ
営
繕

落
札
額  

９
、３
２
４
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日

平
成
24
年
12
月
25
日

②
入
札
事
業
名
：
泉
の
園

　
耐
震
改
修
工
事
（
指
名
競
争
入
札
）

１.

入
札
場
所

松
江
市
山
代
町
９
３
４–

５

詔
光
の
里　

研
修
室

２.

入
札
年
月
日

平
成
25
年
３
月
12
日

３.

入
札
参
加
業
者

㈱
豊
洋
、
ま
る
な
か
建
設
㈱

㈱
金
見
工
務
店
、
幸
陽
建
設
㈱

㈱
深
田
建
設
、
若
林
建
設
㈱

㈱
植
尾
組

４
．入
札
結
果

　

落
札
業
者
：
ま
る
な
か
建
設
㈱

落
札
額 

１
５
、２
２
５
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日

平
成
25
年
３
月
13
日

③
入
札
事
業
名
：
希
望
の
園

　
園
舎
改
築
工
事
（
一
般
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所

松
江
市
山
代
町
９
３
４–

５

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．入
札
年
月
日

平
成
25
年
３
月
28
日

３
．入
札
参
加
業
者

フ
ク
ダ
・
岩
崎
建
設
特
別
共
同
企
業
体

大
畑
建
設
・一畑
工
業
特
別
共
同
企
業
体

カ
ナ
ツ
・
ト
ガ
ノ
特
別
共
同
企
業
体

松
江
土
建
・
ま
る
な
か
建
設
特
別
共
同
企
業
体

平
井
建
設
・
都
間
土
建
特
別
共
同
企
業
体

中
筋
組
・
内
藤
組
特
別
共
同
企
業
体

今
井
産
業
・
豊
洋
特
別
共
同
企
業
体

４
．入
札
結
果
：
不
落
札

（
松
江
土
建
・
ま
る
な
か
建
設
特

別
共
同
企
業
体
と
協
議
す
る
こ

と
で
終
了
し
、
協
議
を
続
け
た
結

果
、
左
記
の
金
額
で
随
意
契
約
と

な
っ
た
）

契
約
額 

５
４
６
、０
０
０
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日

平
成
25
年
３
月
29
日

④
入
札
事
業
名
：
希
望
の
園

倉
庫
屋
上
防
水
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所

松
江
市
山
代
町
９
３
４–

５

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．入
札
年
月
日

平
成
25
年
６
月
６
日

３
．入
札
参
加
業
者

八
光
建
設
㈱
、
㈱
内
田
工
務
店

㈱
植
尾
組
、
林
谷
工
業
㈱

他
１
社　

辞
退
届

４
．入
札
結
果

　

落
札
業
者
：
㈱
植
尾
組

落
札
額　

５
、５
６
５
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日

平
成
25
年
６
月
11
日

平
成
24
年
度

寄
付
・
寄
贈

　

平
成
24
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
善
意
の

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
掲
載
対
象
期
間  

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
）

寄 付 者（敬称略） 施 設 寄付物品

森　義郎 光洋の里 寄 付 金
境港歌吉愛好会 光洋の里 寄 付 金
長谷川　真吾 光洋の里 寄 付 金
万寿会鳥取県本部 本部 寄 付 金

万寿会 本部 寄 付 金
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 詔光の里 寄付物品

詔光の里親族会 詔光の里 寄付物品
パナソニックデバイス労働組合キャパシタ松江支部 ワークセンター島根 寄付物品

しらゆり保育園保護者会 しらゆり保育園 寄付物品
しらゆり千鳥保育園保護者会 しらゆり千鳥保育園 寄付物品
しらゆり第３保育園保護者会 しらゆり第３保育園 寄付物品
しらゆり第２保育園保護者会 しらゆり第２保育園 寄付物品

いやしの館親族会 いやしの館 寄付物品

最
近
の

入
札
結
果
平
成
24
年
10
月
以
降
の
大
規
模
工
事
に

か
か
る
入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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園舎改築の
概要

希望の園

　

昭
和
52
年
度
建
築
の
園
舎
は
、
耐
震
不
足
並

び
に
老
朽
化
建
物
に
該
当
し
た
た
め
、
こ
の
度
、

補
助
事
業
で
現
地
建
替
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

入
所
及
び
通
所
利
用
を
継
続
し
な
が
ら
の
改

築
と
な
る
た
め
、
先
ず
第
１
期
工
事
と
し
て
既

存
の
作
業
棟
（
多
目
的
）
及
び
練
心
寮
を
取
り

壊
し
、
跡
地
に
居
住
部
門
を
中
心
と
し
た
建
物

を
建
築
し
、
そ
の
後
、
第
２
期
工
事
と
し
て
現

園
舎
を
取
壊
し
跡
地
に
サ
ー
ビ
ス
管
理
部
門
を

建
築
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
が
一
層
改
善

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。鉄 骨 造	２階建

延床面積	  1,784.13㎡
居　　室	２人部屋 13室
	 １人部屋 ８室

工 期 限	平成26年５月31日
請負業者	松江土建・
	 まるなか建設特別共同企業体

建物・工事概要

苦
情
総
数
17
件
の
う
ち

14
件
が
職
員
に
関
す
る
苦

情
で
し
た
。
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
電
話
の
対

応
が
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

利
用
者
へ
の
連
絡
や
報
告

が
不
十
分
だ
っ
た
場
面
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
外
は
、
利
用
者
に
関

す
る
苦
情
が
３
件
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し

て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
話
を
伺
っ
た
う
え
で
、

各
関
連
部
署
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
速
や
か
に
苦

情
解
決
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
と
し
て

は
、
発
生
し
た
苦
情
を
確

実
に
解
決
す
る
と
と
も
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
苦
情
の
事

例
を
引
き
続
き
集
積
し
な

が
ら
、
利
用
者
の
抱
く
疑

問
や
不
安
を
早
い
段
階
で

把
握
し
、
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

苦
情
処
理
の
状
況

（
24
年
度
）

〈希望の園 改築工事予定図〉
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救
護
施
設
か
ら
地
域
移
行
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と

救護施設　泉の園

に
動
こ
う
と
日
々
頑
張
っ
て
い
る

人
、
弱
音
を
吐
か
ず
作
業
を
頑

張
っ
て
い
る
人
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
目
標
を
持
っ
て
、
努
力
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
地
域
で
生
活
し
た
い
と

い
う
想
い
だ
け
で
は
、
地
域
移
行

は
難
し
い
と
日
々
の
支
援
の
中
で

感
じ
ま
す
。
利
用
者
自
身
が
自
分

の
生
活
課
題
を
自
覚
し
て
、
克
服

す
る
た
め
に
努
力
を
す
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
夢
や
希
望
を
持
っ
て
地
域

社
会
に
出
て
い
く
利
用
者
に
、
必

要
な
社
会
資
源
を
提
供
で
き
る
よ

う
職
員
は
日
々
研
鑚
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
に
必
要
な
社
会
資
源
を
提

供
し
て
、
地
域
生
活
で
活
用
し
な

が
ら
快
適
な
生
活
が
出
来
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
の
方
々
に
も
ご
理

解
を
頂
き
、
皆
が
助
け
合
っ
て
共

に
生
き
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
築
い
て
い
け
た
ら
と

願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

◎
介
護
職
員　

田
中
明
美

泉
の
園
で
は
４
名
の
利
用
者
が

地
域
生
活
移
行
支
援
事
業
の
居
宅

生
活
訓
練
事
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
共
同
生
活
の
中
で
意
見
が
衝

突
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
時
に
は
一
人
ひ
と
り
自
分
の

感
情
を
抑
え
て
相
手
に
譲
る
こ
と

を
学
ん
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た

人
、
仕
事
を
始
め
て
地
域
生
活
の

為
に
貯
金
を
始
め
た
人
、
人
の
為

利
用
者
の
声

　

今
年
の
四
月
か
ら
希
望
の

園
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
通
っ

て
い
ま
す
。仕
事
の
内
容
は
、

大
型
機
械
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

作
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
洗

い
、
乾
燥
、
仕
分
け
、
ア
イ

ロ
ン
掛
け
の
作
業
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
私
は
入
っ
た
ば

か
り
な
の
で
仕
分
け
の
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
力
的

に
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
す
。
体

調
を
崩
さ
な
い
様
気
を
つ
け

て
元
気
に
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田
部
秀
雄

一
枚
一
枚
丁
寧
に
…
。

大
き
な
乾
燥
機
と
格
闘
中
。

仲
閒
と
共
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

階
段
が
な
い
平
屋
造
り
で
、
一

人
あ
た
り
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
、
こ
れ
ま
で
よ
り
明
る
く
、
使

い
勝
手
が
良
い
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
く
上
で
、つ
い
「
と
り
あ
え
ず
」

「
し
ば
ら
く
こ
こ
で
」
と
空
い
た

ス
ペ
ー
ス
を
無
理
や
り
使
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
専
用
の

場
所
で
、
或
い
は
部
屋
で
、
の
び

の
び
と
活
動
し
て
頂
き
、
更
に
成

果
が
向
上
す
る
よ
う
な
効
果
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
第
一
号
の
授
産
施
設
と
し

て
出
発
し
て
、
三
十
五
年
が
経
過

し
、
念
願
で
あ
っ
た
改
修
工
事
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
解
体
さ
れ
て
い
く
建
物

を
見
つ
つ
、
感
慨
と
共
に
、
新
園

舍
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
年
度
中
に
は
、
居
住
棟
が
完

成
し
、
入
所
利
用
者
の
方
に
は
移

動
し
て
頂
き
ま
す
。
そ
し
て
、
予

定
通
り
に
進
め
ば
、
来
年
の
五
月

末
に
は
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
相
部
屋
で
、
利
用

者
の
方
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
不
便

な
点
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新

園
舎
は
個
室
も
十
分
に
準
備
し
て

い
ま
す
。
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
の
び
の
び
と
、

落
ち
着
い
た
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
に
は
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
工
場
と
パ
ン
工
場
が
新
設
さ

れ
、
こ
れ
で

居
住
棟
と
事

務
棟
が
新
設

さ
れ
れ
ば
、

文
字
通
り
、

「
新
希
望
の

園
」
が
完
成

し
ま
す
。

　

利
用
者
の

方
は
も
ち
ろ

ん
、親
族
様
、

或
い
は
業
者

の
方
、
こ
れ

ま
で
ご
協
力

い
た
だ
い
て

い
る
各
方
面

の
方
に
も
、

ご
期
待
い
た

だ
き
た
い
で

す
が
、
我
々

職
員
側
も
大

希
望
の
園 

改
修
工
事
始
ま
る

　

制
度
が
変
わ
り
、
生
活
す
る
上

で
少
し
で
も
過
ご
し
や
す
い
環
境

を
提
供
す
る
た
め
、
新
園
舎
へ
の

移
行
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
一
月
開
園
し
た

希
望
の
園
は
、
本
年
度
よ
り
改
修

工
事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

障がい者支援施設　希望の園

作
業
棟
解
体
（
入
口
付
近
）

作
業
棟
解
体
（
屋
根
部
分
）
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う
に
な
る

と
、
後
半

は
ス
ト
ラ

イ
ク
や
ス

ペ
ア
ー
を

取
る
場
面

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ト
ラ

イ
ク
や
ス
ペ
ア
ー
が
出
る
た
び
に

利
用
者
の
方
も
職
員
も
ハ
イ
タ
ッ

チ
で
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

日
々
、
み
な
さ
ん
忙
し
く
仕
事

を
さ
れ
る
中
で
、
ひ
と
時
の
気
分

転
換
と
利
用
者
の
方
同
士
の
交
流

に
も
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

好
成
績
を
収
め
る
方
が
多
く
賞
状

も
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
成
績
〉

個
人
戦　

第
１
位（
年
齢
別
）

　

女
性　

２
名

個
人
戦　

第
３
位（
年
齢
別
）

　

男
性　

３
名

団
体
戦　

第
２
位

　

男
性　

４
名
１
チ
ー
ム

　

六
月
二
日
㈰
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
し
ん
じ
湖
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ

れ
、
互
助
の
館
か
ら
は
十
一
名
の

利
用
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

互
助
の
館
の
競
技
開
始
が
午
後

か
ら
だ
っ
た
の
で
、
時
間
が
空
き

集
中
で
き
ず
、
緊
張
か
ら
か
ピ
ン

が
多
く
残
っ
て
い
る
方
が
目
立
ち

ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
緊

張
は
ほ
ぐ
れ
、
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て

自
転
車
の
乗
り
方
・
マ
ナ
ー
講
習
会

し
た
。
多
く
の
利
用
者
の
方
が
参

加
さ
れ
、
真
剣
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や

支
援
員
の
解
説
に
質
問
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
自
転
車
事
故
に

よ
る
危
機
管
理
も
皆
さ
ん
の
中
で

高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

〈
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者

の
方
の
感
想
〉

・
自
転
車
は
結
構
危
険
な
も
の
だ

と
思
っ
た
。

・
自
転
車
で
走
っ
て
も
い
い
道
・

ダ
メ
な
道
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
良
か
っ
た
。

・
二
人
乗
り
や
傘
差
し
運
転
、
携

帯
操
作
し
な
が
ら
の
運
転
が
、

な
ぜ
ダ
メ
な
こ
と
な
の
か
が
分

か
っ
た
。

・
８
ピ
ン
も
９
ピ
ン
も
倒
せ
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
の
後
、
連
続
で
ス

ペ
ア
ー
が
と
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。

・
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
の
な
い

利
用
者
と
話
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。

　

互
助
の
館
に
は
自
転
車
を
利
用

さ
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
自
転
車
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
る
中
で
自
転
車
利
用
者
は

被
害
者
で
は
な
く
加
害
者
に
な
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
互

助
の
館
で

は
津
田
交

番
・
市
役

所
の
勧
め

も
あ
り
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

お
借
り
し

て
「
自
転

車
マ
ナ
ー

講
習
会
」

を
開
き
ま

〈
利
用
者
さ
ん
の
感
想
〉

・
１
位
に
な
れ
て
良
か
っ
た
。
ま

た
、
来
年
も
出
た
い
。

・
団
体
２
位
は
良
い
成
績
。
来
年

は
絶
対
に
１
位
を
と
る
。

・
調
子
は
ま
ず
ま
ず
で
楽
し
か
っ

た
。

共同生活介護・共同生活援助事業　互助の館

表
彰
受
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

みんなで・にっこり・ハイチーズ。
すごいでしょ？1位だよ。

み
ん
な
真
剣
に
自
転
車
講
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
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今
ま
で
は
、

少
々
頼
り
な
い

掃
除
機
を
使
っ

た
り
箒
で
掃
い

た
り
し
て
の
掃

除
が
主
で
し
た

が
、
掃
除
機
を

頂
い
た
日
か
ら

早
速
、
作
業
場

を
始
め
事
務

所
、
廊
下
、
製

品
・
材
料
を
保

管
す
る
倉
庫
に

至
る
ま
で
工
場

内
全
て
の
細
か

い
土
埃
の
掃
除

に
使
わ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

掃
除
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
方
の

作
業
も
し
や
す
い
環
境
と
な
り
、

よ
り
良
い
製
品
を
作
ろ
う
と
思
う

気
持
ち
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
工
場
全
体
が
作

業
意
欲
に
満
ち
溢
れ
、
一
人
ひ
と

り
の
向
上
心
へ
も
繋
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

『
品
質
管
理
の
徹
底
』
に
は
「
こ

こ
ま
で
で
よ
い
」
と
い
う
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
毎
日
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為

に
は
、
今
後
も
ご
み
の
な
い
よ
り

良
い
綺
麗
な
空
間
で
作
業
を
行
う

こ
と
が
小
さ
な
第
一
歩
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
て

頂
い
た
掃
除
機
を
大
切
に
、
し
か

し
最
大
限
活
用
し
、
今
以
上
に
品

質
管
理
の
向
上
を
皆
で
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

掃
除
機
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た

去
る
二
月
七
日
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
デ
バ
イ
ス
労
働
組
合
キ
ャ
パ
シ

タ
松
江
支
部
様
の
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
島
根
に
業
務
用
掃
除
機
を
寄

贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。『
品
質
管

理
の
徹
底
』
を
心
掛
け
て
い
る
当

施
設
に
と
っ
て
は
と
て
も
有
難
い

頂
き
物
で
し
た
。

障がい福祉サービス事業　ワークセンター島根

パナソニックデバイス労働組合様ありがとう
ございます。
大事に使わせて頂きます。

キレイな環境で作業もはかどります。

 吸引力バッチリ!!
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ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

habilis

（
適
し
た
）、
す
な
わ
ち

「
適
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
」
、

言
い
換
え
れ
ば
、
能
力
を
獲
得
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在

光
洋
の
里
で
は
、
利
用
者
全
員
に

何
ら
か
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
障
害
区
分
も
最

重
度
の
６
の
利
用
者
様
が
中
心
に

な
っ
て
き
て
い
た
た
め
、
リ
ハ

ビ
リ
の
内
容
もactive

な
内
容
よ

り
もpassive
な
も
の
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

私
が
「
光
洋
の
里
」
で
勤
務
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
１
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
関
わ
り
の

中
で
、
昨
年
は
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

に
力
を
入
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の

事
例
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

対
象
と
な
っ
た
方
は
、
四
肢
麻

痺
の
状
態
で
あ
り
、
重
度
の
知
的

障
害
を
呈
し
て
い
る
寝
た
き
り
状

態
の
54
歳
の
女
性
。
全
身
に
軽
度

～
中
等
度
の
関
節
拘
縮
を
認
め
、

頸
部
の
筋
緊
張
は
伸
展
優
位
の
状

態
と
な
っ
て
い
た
。
頸
部
の
伸
筋

群
が
優
位
な
状
態
と
な
る
と
、
頸

部
の
回
旋
動
作
な
ど
が
制
限
さ
れ

る
ば
か
り
か
、
屈
曲
動
作
が
出
来

に
く
く
な
る
た
め
、
誤
嚥
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
、
ベ
ッ
ド
上
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
の
見
直
し
を
行
い
、
筋
緊
張

の
緩
和
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。
頸
部
の
伸
展
筋
群
は
種

類
も
多
く
、
背
部
全
体
を
覆
っ
て

い
る
筋
も
あ
る
。
各
筋
群
は
主
動

作
筋
、
補
助
動
筋
、
拮
抗
筋
が
作

用
と
反
作
用
を
伴
い
な
が
ら
バ
ラ

ン
ス
よ
く
活
動
し
て
い
る
た
め
、

頸
部
の
み
で
は
な
く
体
全
体
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
っ
た
。

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
で
は
、
頸
部
・

大
腿
部
～
下
腿
部
に
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
導
入
し
、
全
身
の
筋
緊

張
緩
和
を
図
っ
て
い
っ

た
。
結
果
が
出
始
め
た
の

は
、
半
年
を
経
過
し
た
こ

ろ
。
頸
部
の
屈
曲
運
動
が

し
っ
か
り
と
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
だ
が
、

頸
部
の
回
旋
動
作
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
寝
た
き
り

状
態
と
重
度
の
知
的
障
害
を
呈
し

て
い
る
た
め
、
目
的
動
作
に
移
行

す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
眼
球

の
動
き
と
と
も
に
、
頸
部
の
動
き

で
対
象
物
を
追
う
し
ぐ
さ
な
ど
も

観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
表
情
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、「
光
洋

の
里
」
の
職
員
全
員
で
情
報
を
共

有
し
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
の
一

部
分
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
提
供
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
利
用
者
様
一
人
ひ

と
り
生
活
全
般
の
課
題
を
他
の
職

種
と
共
有
し
な
が
ら
、
業
務
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

◎
作
業
療
法
士　

中
澤　

恵

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

re
（
再
び
）＋ habilis

（
適
し
た
）、

す
な
わ
ち
「
再
び
適
し
た
状
態

に
な
る
こ
と
」「
本
来
あ
る
べ
き

状
態
へ
の
回
復
」
な
ど
の
意
味

を
持
つ
。
そ
の
た
め
、「
光
洋
の

里
」
に
入
所
さ
れ
て
い
る
、
多
く

の
利
用
者
様
に
と
っ
て
は
、
適
切

な
表
現
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
入
所
生
活
を

送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
半
数
以
上

の
方
が
脳
性
麻
痺
を
基
礎
疾
患
と

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
利
用
者
様
に
関
し
て

は
、
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表

現
が
適
切
と
判
断
し
て
い
る
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
関
わ
り

可
動
域
訓
練

 半年後の写真

クッション導入当時の写真

障がい者支援施設　光洋の里
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養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
と
、
完

成
し
た
時
の
達
成
感
を
皆
さ
ん
で

共
有
で
き
た
ら
と
の
思
い
で
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

出
来
上
が
っ
た
壁
画
作
品
は
、
訪

問
客
の
皆
様
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ざ
な
み
玄
関
の
正

面
の
壁
面
に
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
感
動
と
驚
き
を
提
供

し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
迫
力
あ
る

サ
イ
ズ
で
立
体
的

に
表
現
し
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
作
品
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
月

の
作
品
は
、
写
真

の
よ
う
に
今
年
の

干
支
が
巳
な
の

で
、
蛇
を
バ
ッ
ク

に
「
巳
」
と
い
う

字
を
被
せ
る
と
い

う
構
図
を
担
当
職

員
・
利
用
者
で
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
を
下
書
き
し
、

色
や
素
材
な
ど
を
考
え
、
こ
の
作

品
の
表
現
方
法
と
し
て
、
ち
ぎ
り

絵
的
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

制
作
工
程
は
、
材
料
作
り
と
し

て
毎
日
の
よ
う
に
色
紙
を
破
る
作

業
が
続
き
ま
す
。
次
に
、
の
り
で

貼
っ
て
、
押
さ
え
る
と
い
う
作
業

に
移
り
ま
す
。
目
や
指
が
不
自
由

で
も
、
一
生
懸
命
に
色
紙
を
ち

ぎ
っ
て
下
さ
る
方
も
居
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
指
先
し
か
動
か
な
い

方
や
ま
っ
た
く
指
が
動
か
ず
握
り

こ
ぶ
し
や
肘
し
か
使
え
な
い
方
が

糊
付
け
や
貼
っ
た
部
分
を
押
さ
え

て
下
さ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
自
分
の
動
か
せ
る
機
能
を
上
手

く
利
用
さ
れ
、
コ
ツ
コ
ツ
と
制
作

に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
ま
す
。
そ

の
姿
は
実
に
真
剣
そ
の
も
の
で

す
。個

々
の
興
味
や
意
欲
を
引
き
出

し
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
工
夫
し

な
が
ら
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。細

か
な
作
業
が
好
き
な
方
、
と

に
か
く
作
る
事
が
好
き
な
方
な
ど

性
格
的
に
も
様
々
な
方
々
が
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
ひ
と
つ
の
作
品

を
創
り
上
げ
ま
す
。
作
品
が
完
成

し
た
時
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
も
と
て

も
素
敵
に
見
え
ま
す
。

創
作
作
品
「
巳
」　

さ
ざ
な
み
で
は
、
創
作
的
活
動

を
午
後
の
機
能
訓
練
の
一
環
と
し

て
捉
え
な
が
ら
一
年
を
通
じ
、
そ

の
時
期
毎
の
様
々
な
「
旬
」
を
題

材
と
し
て
壁
画
制
作
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
月
単
位
で
年
間

十
二
の
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

少
し
で
も
そ
の
時
の
「
旬
」
を
表

現
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
五
感
を

生活介護事業　さざなみ

分担しながら一緒に作業しています。

難しい細かい作業にも一生懸命取り組みます。

完成した写真の前で記念の一枚！
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６
月
に
は
、
玄
関
先
に
い
い
香

り
が
す
る
「
ば
ん
ま
つ
り
」
と
言

う
花
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
花

が
紫
か
ら
白
に
変
わ
り
、
夜
に
な

る
と
香
り
が
一
層
増
す
と
い
う
由

来
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
い
た
よ
う

で
す
。

情
報

入
居
者
様
の
全
員
が
顔
を
合
わ

す
こ
と
が
出
来
る
の
が
食
事
の
時

間
で
す
。
そ
の
際
に
は
会
話
が
弾

み
ま
す
。
毎
日
の
天
気
予
報
は
そ

の
会
話
の
中
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、政
治
情
報
、

相
撲
や
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
情

報
、
今
日
の
テ
レ
ビ
番
組
。
最
新

情
報
は
そ
こ
か
ら
し
い
れ
ま
す
。

害
虫
防
止

毎
年
、
害
虫
駆
除
を
行
っ
て
お

り
年
々
害
虫
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
す
ぐ
近
く
に
は
山
や
池
も

あ
る
た
め
ど
う
し
て
も
発
生
が
防

ぎ
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
Ａ
さ
ん

の
知
恵
で
す
。
害
虫
に
は
「
灰
」。

軒
下
に
置
く
こ
と
で
灰
の
臭
い
を

嫌
が
る
害
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い

う
昔
な
ら
で
は
の
知
恵
で
す
。

思
い
や
る
心

共
同
生
活
で
は
、
時
に
は
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
互
い
を
思

い
や
る
場
面
を
目
に
す
る
こ
と
の

方
が
多
く
あ
り
ま
す
。
さ
り
気
無

い
優
し
さ
や
、
互
い
を
尊
重
し
合

い
思
い
や
る
姿
は
と
て
も
人
生
の

勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
居

者
の
皆
様
は
職
員
た
ち
に
「
お
い

し
い
食
事
を
あ
り
が
と
う
」「
お

風
呂
の
準
備
を
あ
り
が
と
う
」
と

い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

下
さ
い
ま
す
。
様
々
な
知
恵
や
思

い
や
る
心
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

こ
の
夢
楽
の
郷
で
暮
ら
し
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
は
と

て
も
楽
し
く
、
自
身
を
向
上
さ
せ

て
く
れ
る
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
施
設
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
入
居
者
様
が
快
適
で
有
意
義

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
一
生
懸

命
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
季
の
草
花

夢
楽
の
郷
の
玄
関
先
や
事
務
所

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
毎
日
、
季
節

の
草
花
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
入
居
者
様

が
花
壇
や
畑
、
お
部
屋
で
育
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。
中
に
は
今
ま
で

名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
花
も
あ

り
、
花
に
詳
し
く
な
れ
ま
す
。

学
び
の
郷

　
夢
楽
の
郷
で
は
、
現
在
60
名
の
入
居
者
様
が
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

皆
様
、
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
、
日
々
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
人
生

の
先
輩
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

軽費老人ホーム　ケアハウス　夢楽の郷

事務所カウンター

笹巻き作り今年も賑わいました。

ばんまつり
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今
年
度
は
五
月
・
六
月
に
伯
太

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
・
光
洋
の
里

里
祭
り
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
ご

家
族
様
の
協
力
も
あ
り
、
久
々
の

家
族
で
の
外
出
と
い
う
こ
と
で
出

発
前
か
ら
お
し
ゃ
れ
を
さ
れ
た

り
、
お
化
粧
を
さ
れ
た
り
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
車
中
、
現
地
で
も

景
色
を
見
て
話
も
弾
み
、
溢
れ
ん

ば
か
り
の
笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ

る
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
帰

里
さ
れ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
外

出
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

春
の
外
出
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
ま
た
ご
家
族
様
の
協
力
も
あ

り
事
故
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
様
の
笑

顔
を
支
え
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
考
え
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
の
ケ
ア

　

詔
光
の
里
で
は
毎
年
、
外
出
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
施
設
で

生
活
し
て
い
る
と
、
な
か
な
か
外

に
出
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
悪

く
言
え
ば
マ
ン
ネ
リ
化
し
が
ち
な

生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
少
し
で
も
張
り
の
あ
る
生

活
を
、
外
の
空
気
を
吸
っ
て
、
景

色
を
眺
め
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

計
画
し
て
い
ま
す
。

特別養護老人ホーム　詔光の里

イングリッシュガーデンにて。天気も良く外出日和。

夫婦での久しぶりの外出。

大
好
き
な
お
花
を
前
に
。
自
然
と
笑
顔
に
。
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ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
り
ま
す
「
そ

よ
ご
」
が
新
し
い
葉
を
出
し
き
れ

い
な
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
そ
よ
ご
を
眺
め
て
語
ら

い
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ
く
、
と

い
う
会
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
「
花
よ
り
団
子
」

派
の
利
用
者
様
ば
か
り
で
、
そ
よ

ご
に
は
目
も
く
れ
ず
お
茶
と
お
菓

子
を
ひ
た
す
ら
お
い
し
そ
う
に
召

し
上
が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
日
の

お
や
つ
は
利
用
者
様
に
も
お
手
伝

い
い
た
だ
き
一
緒
に
作
っ
た
「
桜

餅
風
ク
レ
ー
プ
」
で
し
た
。
見
た

目
も
お
味
も
と
て
も
良
い
出
来

で
、
ク
レ
ー
プ
を
ま
だ
盛
り
付
け

を
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
じ
ー
っ

と
見
つ
め
て
つ
い
口
に
運
ん
で
し

ま
わ
れ
る
利
用
者
様
も
お
ら
れ
た

ほ
ど
で
し
た
。「
ま
い
わ
～
」
と

ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
で
言
わ
れ
、「
あ
、

○
○
さ
ん
、
ま
だ
食
べ

ち
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
！
」

「
あ
ら
？
そ
げ
か
ぁ
…
。

へ
へ
へ
」
と
少
々
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
な
が

ら
楽
し
く
お
菓
子
作
り

も
出
来
ま
し
た
。

日
射
し
が
出
て
い
て

も
、
利
用
者
様
に
と
っ

て
外
気
は
ま
だ
ま
だ
肌

寒
く
、
食
べ
終
わ
ら
れ

た
ら
す
ぐ
に
「
寒
い
け

ん
帰
ら
せ
て
ー
」
と
訴

え
ら
れ
る
方
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
梅
雨
を
過

ぎ
、
夏
に
向
か
い
気
候

も
暖
か
く
良
く
な
っ
て

行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
度
購
入
し
て
い

た
だ
い
た
テ
ン
ト
を
大
い
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
頃
施
設
内

に
こ
も
り
が
ち
な
利
用
者
様
に
、

気
軽
に
外
気
を
浴
び
て
い
た
だ
き

な
が
ら
の
茶
話
会
を
開
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
規
模
施
設

で
は
難
し
い
、
い
や
し
の
館
な
ら

で
は
の
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
考
え
、提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

◎
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
ッ
ト

　
　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　

小
川　

剛

五
月
八
日
、
五
月
晴
れ
の
中
、

「
新
緑
を
愛
で
る
会
」
と
題
し
て
、

中
庭
で
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。

外
気
浴
、
日
光
浴
を
兼
ね
た
お
茶

会
は
と
て
も
大
切
で
す
が
、
日
ざ

し
が
強
過
ぎ
た
り
、
小
雨
が
降
っ

た
り
と
出
来
な
い
時
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
度
親
族
会
か
ら
簡

易
テ
ン
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中
庭
に
は
、
い
や
し
の
館
の
シ

青
空
の
下
で

特別養護老人ホーム　いやしの館

こうして形を整えてと…。

なかなかうまいこと出来てますよ。

いい天気！気持ちいい〜！
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例
も
無
い
の
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
き
ら
め
き
の
自
慢
で

も
あ
り
ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
に
は
、
色
々

な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
込
む

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
昼
食
前
の
体
操

の
内
容
を
追
加
し
、
「
テ

ー
ブ
ル
で
向
き
合
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
と
笑
顔
で

挨
拶
を
交
わ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
シ
ー
ン
を
作
り
ま
し

た
。
前
に
お
ら
れ
て
も
面
と
向
か

っ
て
目
と
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
は

照
れ
恥
ず
か
し
く
も
あ
り
、
つ
い

笑
顔
が
で
た
り
大
笑
い
に
な
っ

た
り
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

表
情
筋
を
刺
激
す
る

の
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
皆
さ
ん
で
出
来
る

良
い
方
法
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
利
用
者
様
の
健

康
が
い
つ
ま
で
も
守

ら
れ
る
よ
う
に
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
取
り
入
れ
て
い
き

ま
す
。

老人デイサービス事業　きらめき

笑顔で予防

　

今
日
も
、「
み
か
ん
の
花
が
咲

い
て
い
る
～
思
い
出
の
道
～
丘
の

道
～
」
、
と
歌
声
を
ホ
ー
ル
に
響

か
せ
て
、
終
礼
前
の
20
分
間
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
口
腔
ケ
ア
と
し
て

歌
を
唄
い
ま
す
。
そ
の
他
の
口
腔

ケ
ア
と
し
て
、
来
所
時
の
う
が

い
・
昼
食
前
の
口
腔
体
操
・
食
後

の
口
腔
ケ
ア
・
15
時
の
う
が
い
、

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
を
開
始
し
て
か
ら
８

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
口
腔
ケ
ア
が

定
着
し
て
か
ら
は
、
肺
炎
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
ら
れ
る
方
が
一

予
防
は
ほ
ん
の
小
さ
な

ア
イ
デ
ア
か
ら
も

～ 

ま
ず
愛
情
表
現

　 

　
　
大
切
に 

～

　

人
の
口
の
機
能
は
、
生
命

を
維
持
す
る
優
先
順
位
か
ら
、

①
呼
吸
を
す
る　

②
飲
む　

③
食
べ
る　

④
話
す
。
そ
し

て
⑤
愛
情
表
現
、
に
大
き
く

分
け
ら
れ
る
。
突
発
的
に
脳

梗
塞
等
に
な
っ
た
人
で
な
く
、

加
齢
に
よ
り
、
食
べ
た
り
飲

ん
だ
り
す
る
働
き
（
摂
食
嚥

下
機
能
）
の
落
ち
た
人
は
、

こ
の
逆
の
順
に
、
機
能
低
下

し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
最
初

の
愛
情
表
現
の
と
こ
ろ
を
低

下
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要
だ
。

　

家
族
か
ら
隔
離
し
、
個
食

を
続
け
さ
せ
れ
ば
、
摂
食
嚥

下
機
能
が
低
下
し
や
す
い
と

言
え
る
。
家
族
や
周
囲
の
人

が
い
つ
も
笑
顔
で
、
温
か
く

接
す
る
こ
と
が
、
摂
食
嚥
下

機
能
の
維
持
に
大
切
だ
。

食
べ
て
健
康
に
生
き
る

ケ
ン
ス
ケ
先
生 

診
療
日
記
よ
り

予防は一緒に楽しく♪
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私
共
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ね
ぎ
ら
い
は
現
在
、
個
性
豊
か

な
ヘ
ル
パ
ー
十
一
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
手
話
通
訳

者
も
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
七
十

名
の
利
用
者
様
宅
を
訪
問
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、

お
陰
様
で
事
業

所
を
開
所
し
て

今
年
で
十
三
年

目
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
間
、

沢
山
の
出
会
い

と
別
れ
を
経

験
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
春
に

も
訪
問
す
る
ヘ

ル
パ
ー
を
娘
の

よ
う
だ
と
い
つ

も
温
か
く
迎
え

て
下
さ
っ
た
利

用
者
様
と
の
別

れ
が
あ
り
ま
し

た
。

出
会
い
は
一
年
前
の
春
。
庭
に

は
色
と
り
ど
り
の
薔
薇
が
咲
き
、

玄
関
先
に
は
薔
薇
の
ア
ー
チ
も
あ

る
そ
ん
な
素
敵
な
お
宅
に
お
住
ま

い
の
Ｎ
様
。
ご
主
人
と
お
二
人
暮

ら
し
で
、
当
時
は
ま
だ
自
宅
内
を

歩
行
器
や
つ
た
い
歩
き
で
過
ご
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
夏
を

迎
え
る
頃
に
は
、
一
人
で
の
歩
行

が
ま
ま
な
ら
ず
車
椅
子
を
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ベ
ッ

ド
か
ら
の
起
き
上
が
り
や
ト
イ

レ
、
入
浴
に
介
助
が
必
要
と
な

り
、
心
優
し
い
ご
主
人
が
昼
夜
問

わ
ず
対
応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご

主
人
も
円
背
で
腰
痛
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
い
つ

も
傍
で
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
頃
に
は
在
宅
で
の
生
活
が
困
難

に
な
り
施
設
入
所
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
様
が
入
所
さ
れ
て
か
ら
も
毎
日

の
よ
う
に
面
会
に
行
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、
庭
に
薔

薇
の
花
が
咲
く
頃
旅
立
た
れ
ま
し

た
。今

、
ご
主
人
の
サ
ー
ビ
ス
に
週

二
回
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
様
が
お
元
気
な
頃
は
家
事

な
ど
ほ
と
ん
ど
さ
れ
た
事
は
な

か
っ
た
ご
主
人
は
今
で
は
、
洗
濯

や
朝
食
作
り
な
ど
上
手
に
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
と
笑
顔
で
話
し
て

下
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
主
人
の

お
人
柄
だ
と
思
い
ま
す
が
、
近
所

の
方
や
知
人
の
方
が
心
配
し
て
頻

繁
に
訪
問
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
二
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
や
は
り
一

人
は
つ
ま
ら
な
い
と
寂
し
さ
を
口

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
買
物
、
庭
の
手

入
れ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
忙
し
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
様
と
の
沢
山
の

想
い
出
が
詰
ま
っ
た
自
宅
で
訪
問

時
に
は
故
人
の
生
前
お
元
気
だ
っ

た
頃
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
私
達

に
頼
り
に
し
と
る
け
ん
ね
。
よ
ろ

し
く
ね
。
と
言
っ
て
下
さ
い
ま

す
。
学
ぶ
事
の
方
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
ご
主
人
の
お
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
が
気
持
ち
良
く

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
頂
け
る
事

が
私
達
の
喜
び
で
す
。
小
さ
な
事

業
所
で
す
が
、
反
省
す
べ
き
は
反

省
し
、
伸
ば
す
所
は
伸
ば
し
、
お

互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
十
四

年
目
に
向
け
一
歩
づ
つ
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
え
合
い
な
が
ら

老人ホームヘルプサービス事業　ねぎらい

高
齢
化
社
会
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
昨
今
、
二
年
後
に
は

六
十
五
歳
以
上
の
方
が
人
口
の
四

人
に
一
人
、
さ
ら
に
約
二
十
年
後

に
は
三
人
に
一
人
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

庭先のクジャクサボテン（赤）
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て
、
第
三
者
も
理
解
し
や
す
い

よ
う
に
簡
潔
に
文
章
を
ま
と
め

る
こ
と
、
一
回
の
面
接
で
そ
の

方
の
お
お
よ
そ
の
生
活
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
な
ど
、
ケ
ア
マ

ネ
業
務
に
も
お
お
い
に
役
立
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
可
能
な
限
り
訪
問
認
定
調

査
の
委
託
を
お
受
け
し
、
調
査

を
受
け
ら
れ
る
方
が
緊
張
す
る

こ
と
な
く
普
段
通
り
の
様
子
で

調
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
訪
問
調
査
員
と
し
て
の
技

術
の
向
上
も
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

が
取
れ
ず
、
渡
井

さ
ん
の
付
き
添
い

で
赤
十
字
病
院
の

救
急
外
来
に
受
診

す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
処
置
室
で
点

滴
処
置
を
受
け
横

に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
間
に
県
外
に
い
る
娘
の
所

に
電
話
も
さ
れ
て
い
た
。
私
は
何

が
起
き
て
い
る
の
や
ら
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
心
不
全
・
弁
膜

症
と
診
断
を
受
け
、
夕
方
遅
く
帰

宅
で
き
た
。
あ
の
時
の
渡
井
さ
ん

の
身
の
こ
な
し
方
の
美
し
さ
、
素

早
さ
に
驚
き
、
そ
の
時
初
め
て
訪

問
看
護
の
仕
事
を
な
さ
っ
て
い

る
事
を
知
っ
た
。
自
分
で
は
普
通

の
人
間
の
能
力
を
持
っ
て
い
る

老
人
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
赤
十

字
病
院
以
来
、
行
き
届
い
た
看
病

は
、
幼
い
子
供
扱
い
に
心
で
は
苦

笑
し
、
表
に
は
唯
々
感
謝
一
杯
で

す
。
松
江
に
こ
の
よ
う
な
事
業

が
あ
る
こ
と
を
始
め
て
知
り
、
こ

れ
か
ら
も
安
心
し
て
住
み
な
れ

た
家
で
仲
間
と
共
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
知
っ
た
二
〇
一
三
年
五

月
、
庭
に
見
事
に
咲
く
芍
薬
と

共
に
忘
れ
る
事
の
出
来
ぬ
私
の

九
十
一
歳
の
体
験
で
す
。

四
年
前
の
初
冬
、
裏
庭
で
草

取
り
を
し
て
い
た
ら
、
見
知
ら
ぬ

人
が
車
の
窓
か
ら
「
と
て
も
美
し

い
水
仙
で
す
ね
。」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
。
こ
れ
が
ご
縁
の
始
ま
り

で
、
友
達
の
少
な
く
な
る
私
は
、

う
れ
し
く
な
っ
て
色
々
と
お
し
ゃ

べ
り
を
始
め
た
。
そ
れ
以
来
、
月

に
一
度
程
度
お
会
い
す
る
友
達
の

渡
井
さ
ん
で
す
。

今
年
五
月
初
め
胸
が
ド
キ
ド

キ
す
る
の
で
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
診
て
い
た
だ
い
た
。
何
か
あ

れ
ば
ま
た
受
診
す
る
よ
う
に
と

言
わ
れ
た
が
、
翌
日
ま
た
ド
キ
ド

キ
し
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
渡
井
さ
ん

が
見
え
、
昨

日
の
話
を
し

た
と
た
ん
直

ぐ
か
か
り
つ

け
医
に
連
絡

さ
れ
た
。
し

か
し
五
月
の

連
休
で
連
絡

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ナ
イ

ス
で
は
、
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
利
用
者
様
の
支
援
業

務
の
ほ
か
に
松
江
市
以
外
の
市

町
村
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
か

か
る
訪
問
認
定
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
訪
問
先
は
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
個
人
の
お

宅
と
様
々
で
、
現
在
毎
月
２
件

程
度
の
依
頼
を
い
た
だ
い
て
お

り
通
常
の
ケ
ア
マ
ネ
業
務
と
並

行
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

私
達
が
行
う
訪
問
認
定
調
査

が
、
要
介
護
認
定
を
行
う
上
で

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
調
査
前
は
も
ち
ろ

ん
調
査
終
了
後
に
内
容
を

ま
と
め
る
際
に
も
、
認
定

調
査
員
テ
キ
ス
ト
を
常
に

確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
定
期
的

に
訪
問
認
定
調
査
の
委
託

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

訪
問
認
定
調
査
の

委
託
を
受
け
て
い
ま
す

居宅介護支援事業所　ナイス

　訪問看護ステーション　暖心

ここの草花は食材になりますよ。

九
十
一
歳
の

体
験
・・・

職員さんにも話を聞きます。

江
戸
時
代
か
ら
の
庭
を

守
っ
て
こ
ら
れ
た
Ｎ
さ
ん
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の
文
化
に
触

れ
た
り
、
そ

れ
を
囲
む
四

季
折
々
の
豊

か
な
自
然
の

中
で
様
々
な

発
見
を
し
ま

す
。
例
え
ば

秋
、
ど
ん
ぐ

り
探
し
を
し

て
い
る
と
、

芽
が
出
て
地

面
へ
と
根
を

下
ろ
す
逞
し

い
ど
ん
ぐ
り

の
生
命
力
と

の
出
会
い
も

あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

が
名
づ
け
た

風
土
記
の
丘

の
森
、
ど
ん

ぐ
り
森
。
ど

ん
ぐ
り
森
で

は
、
森
の
不

思
議
を
た
く

さ
ん
見
つ
け

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、

天
狗
の
森
で

は
か
ん
べ
の

里
の
計
ら
い

で
、
し
い
た

け
の
収
穫
を

さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、

ピ
ザ
作
り
を

体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
戸
外
で
、

石
窯
で
焼
い
た
出
来
立
て
の

ピ
ザ
を
食
べ
る
子
ど
も
達
は

満
面
の
笑
顔
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
貴
重
な
体
験
は
子
ど
も

達
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
り
、
自
然
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
探
究
心
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

子
ど
も
達
が
五
感
を
働
か
せ

る
よ
う
な
自
然
体
験
が
少
し

で
も
多
く
出
来
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
し
ら
ゆ
り
保
育
園

白
川
麗
子

　

し
ら
ゆ
り
保
育
園
は
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
に
あ
り
、
園
内

は
も
と
よ
り
、
園
外
で
も
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
自
然
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
達

の
心
と
身
体
の
成
長
を
育
ん
で
い

ま
す
。

　

毎
年
、
春
に
は
年
長
・
年
中
児

で
地
域
の
竹
林
に
出
か
け
筍
掘
り

を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
福
島
の

お
じ
さ
ん
に
掘
り
方
を
教
わ
っ
た

り
、
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

夢
中
に
な
っ
て
掘
る
子
ど
も
達
。

筍
掘
り
を
通
し
て
手
触
り
、
匂
い

な
ど
を
感
じ
た
り
、
食
材
へ
の
興

味
関
心
、
食
べ

る
こ
と
へ
の
意

欲
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
近
く

に
は
風
土
記
の

丘
や
か
ん
べ
の

里
も
あ
り
、
子

ど
も
達
は
古
代

児童福祉施設　しらゆり保育園

地
域
に
支
え
ら
れ
育
ま
れ
る

〝
豊
か
な
心
〟

おじさん、筍ってこんなに大きくなるの？

あ
ぜ
道
を
み
ん
な
で
歩
い
て

筍
掘
り
に
行
く
よ

み
て
み
て
！
大
き
い
筍
が

掘
れ
た
よ
!!

天狗の森で天狗さんと一緒に、ハイ、ポーズ!!

石
窯
で
焼
い
た
焼
き
た
て
の
ピ
ザ

と
っ
て
も
お
い
し
い
ね
！

天
狗
の
森
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
、

ピ
ザ
作
り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
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子
ど
も
達
が
他
者
と
関
わ
る
機

会
を
持
て
る
よ
う
に
、
私
達
保
育

者
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
島
根
大
学

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
『
は
ら
っ
ぱ
』
と
の
関
わ
り
で

す
。
週
に
一
度
、
夕
方
来
園
し
交

流
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

交
流
が
始
ま
っ
た
当
初
、
学

生
の
参
加
は
数
え
る
ほ
ど

で
し
た
。
し
か
し
、「
継
続

は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
の

通
り
、
10
年
が
過
ぎ
た
今
で

は
、
20
～
25
人
近
く
の
学
生

さ
ん
が
毎
週
の
よ
う
に
来

園
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
も
学
生
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
楽

し
み
で
「
今
日
は
、
は
ら
っ

ぱ
さ
ん
が
来
る
か
ら
遅
く

迎
え
に
来
て
ね
」「
ま
だ
、

一
緒
に
遊
び
た
い
」
と
い
う

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　

繰
り
返
し
参
加
し
て
く

れ
る
学
生
さ
ん
の
顔
を
覚

え
、
子
ど
も
達
の
方
か
ら
話

し
か
け
る
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。
毎
年
行
わ
れ
る
保
育
園

の
夏
祭
り
や
運
動
会
に
積
極

的
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し

て
く
れ
る
学
生
さ
ん
の
姿
は

「
第
２
保
育
園
な
ら
で
は
」

の
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
達
が
も
う
一
つ

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
お

年
寄
さ
ん
と
の
交
流
で
す
。

敬
老
お
祝
い
会
に
は
『
い
や

し
の
館
』
の
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
を
お
呼
び

し
ま
す
。
他
に
は
『
万
福
の

家
』
と
の
交
流
で
す
。
施
設

の
方
と
一
緒
に
行
事
に
参
加

し
た
り
、
昔
の
遊
び
を
教
わ
っ
た

り
と
子
ど
も
達
の
興
味
の
窓
を
広

げ
て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
場

は
、
保
育
園
、
家
庭
、
そ
し
て
共

に
住
む
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
関
わ
り
が
相
互
に
関
連
し
合
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と

は
「
い
ろ
い
ろ
な
異
な
る
人
達
が

一
緒
に
い
る
場
」
と
い
え
ま
す
。

保
育
士
で
も
家
族
で
も
な
い
人
と

の
関
わ
り
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
新
鮮
な
出
来
事
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

自
我
も
育
ち
、
自
身
の
周
り
の
こ

と
を
受
け
と
め
、
人
と
共
に
い
る

中
で
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
老

若
の
年
齢
差
や
多
様
な
人
間
が
い

る
こ
と
を
幼
い
な
が
ら
も
子
ど
も

達
は
知
り
、
自
然
と
自
分
達
で
関

わ
り
方
を
考
え
行
動
し
ま
す
。
子

ど
も
達
が
時
間
を
か
け
、
自
分
自

身
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
保
護
者

と
共
に
支
え
、
成
長
で
き
る
よ
う

見
守
っ
て
い
く
た
め
に
今
後
も
こ

れ
ら
の
活
動
を
大
切
に
し
、
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
児
期
は
、
人
生
に
お
い
て
人

と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
重
要
な
時
期

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

は
、
そ
の
子
の
人
間
形
成
に
も
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
積
極
的
に
多

く
の
人
と
関
わ
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ぶ
自
身

児童福祉施設　しらゆり第 2保育園

「
は
ら
っ
ぱ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
！
」

「おばあちゃん、これなあに？」～絵本を読んでもらってうれしいな！～
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牛
を
飼
っ
て

い
る
方
か
ら

は
、
畑
の
堆

肥
用
に
牛
糞

の
乾
燥
堆
肥

を
い
た
だ
き
、

尚
一
層
肥
え
た
畑
の
土
に
な
り
ま

し
た
。
加
え
て
、
も
み
殻
も
何
回

に
も
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
も
み
殻
を
畑
に
あ
げ
る
と
水
分

を
含
み
乾
燥
し
な
い
よ
。
土
の
栄

養
に
な
る
し
、
虫
除
け
に
も
な
る

か
ら
」
と
子
ど
も
達
に
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
畑
に
子
ど

も
達
が
、
き
ゅ
う
り
、
ピ
ー
マ
ン
、

オ
ク
ラ
、枝
豆
、さ
つ
ま
芋
を
次
々

と
植
え
、
毎
日
の
水
や
り
や
草
抜

き
等
の
お
世
話
を
一
生
懸
命
し
て

い
ま
す
。

先
日
、
大
切
に
育
て
た
ピ
ー
マ

ン
や
き
ゅ
う
り
の
収
穫
を
し
た

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
ピ
ー
マ
ン

で
き
た
よ
。
食
べ
た
ら
、
甘
か
っ

た
！
」「
き
ゅ
う
り
の
花
は
黄
色

な
ん
だ
よ
。
き
ゅ
う
り
の
葉
っ
ぱ

に
は
お
父
さ
ん
の
腕
み
た
い
な
毛

が
は
え
て
た
！
」
等
々
毎
日
発
見

や
気
づ
き
の
つ
ぶ
や
き
が
聞
か
れ

本
当
に
楽
し
そ

う
で
す
。
家
庭

に
帰
っ
て
か
ら

も
親
子
の
会
話

が
弾
み
「
子
ど

も
が
喜
ぶ
の
で
、

家
庭
菜
園
を
親

子
で
始
め
て
い

ま
す
。」
と
言
わ

れ
る
保
護
者
さ

ん
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

園
の
保
育
活
動
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
に
心
か

ら
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後

も
交
流
を
深
め
子
ど
も
達
に
と
っ

て
良
い
環
境
が
整
え
ら
れ
る
よ
う

職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
度
当
初
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
栽

培
・
食
育
計
画
を
た
て
た
も
の
の
、

芋
や
野
菜
な
ど
を
育
て
た
畑
が
固

く
、
土
壌
の
成
分
も
芋
や
野
菜
を

育
て
る
に
は
不
十
分
で
し
た
。
畑

の
土
作
り
か
ら
始
め
よ
う
と
話
し

合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
方

が
以
前
か
ら
「
草
刈
り
や
耕
運
機

で
の
土
作
り
や
う
ね
作
り
を
し
て

あ
げ
る
よ
」
と
申
し
出
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
お

願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の

児童福祉施設　しらゆり第 3保育園

地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
中
で

～ 

野
菜
の
栽
培
を
通
し
て 

～
　
　

地域の方に畑を耕し畝を作っていただきました。

地域の方にいただいたもみ殻。大切に播きます。

さつま芋の看板

枝豆の畑・水やりの様子

ピーマンの収穫：はさみで丁寧に…
ゴーヤ、パッションフルーツ等も
作りました。
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た
り
、
松
ぼ
っ
く
り
を
集
め
た

り
、
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
て
遊

び
ま
す
。
鎮
守
の
森
や
椿
谷
は
大

き
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
格
好
の
場
所
。
昆
虫
や
い
ろ
い

ろ
な
鳥
の
鳴
き
声
、
そ
び
え
立
つ

大
き
な
木
や
ど
ん
ぐ
り
の
実
、
名

も
知
れ
ぬ
大
き
な
葉
。
豊
か
な
自

然
の
中
で
静
か
に
音
に
耳
を
傾
け

た
り
、
探
検
ご
っ
こ
を
し
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
園
庭
の
西
側
に
は
大
き

な
築
山
が
あ
り
、
こ
の
築
山
を
囲

う
よ
う
に
樹
齢
四
十
年
以
上
の
ね

む
の
木
や
イ
チ
ョ
ウ
の
木
、
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
一

～
二
歳
の
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
キ

ン
モ
ク
セ
イ
の
甘
い
香
り
を
感
じ

な
が
ら
築
山
を
登
っ
た
り
降
り
た

り
し
て
大
喜
び
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
築
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
の
ぼ
り

き
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
腰
を
お

ろ
し
、
手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な

い
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を
見
上
げ
、

葉
っ
ぱ
が
風
に
揺
れ
る
音
に
耳

を
傾
け
、
動
き
を
一
生
懸
命
目

で
追
い
か
け
る
姿
も
み
ら
れ
ま

す
。
秋
に
な

る
と
落
葉
し

た
真
黄
色
の

イ
チ
ョ
ウ
の

絨
毯
の
上
を

歩
い
た
り
、

両
手
い
っ
ぱ

い
に
集
め
た

イ
チ
ョ
ウ
の

葉
っ
ぱ
を
降

ら
せ
た
り
し
て
楽
し
み
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
築
山

の
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
は

堀
川
。
木
々
の
木
陰
と

涼
感
た
っ
ぷ
り
の
堀
川

で
、
暑
い
日
も
涼
し
く

過
ご
し
や
す
く
感
じ
ま

す
。園

庭
の
す
ぐ
隣
に
は
普

門
院
が
あ
り
、
こ
の
普
門
院
の
大

き
な
木
々
が
園
庭
に
木
陰
を
つ

く
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
十
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
る
木
々
と
普
門
院

観
月
庵
の
藁
ぶ
き
屋
根
。
よ
く
晴

れ
た
日
に
は
青
い
空
に
緑
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
、
そ
し
て
静
か
な
た
た

ず
ま
い
の
屋
根
と
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
美
し
さ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
あ
る
自
然
の

恵
み
と
温
か
い
環
境
に
包
ま
れ
て

い
る
し
ら
ゆ
り
千
鳥
保
育
園
。
こ

れ
か
ら
も
身
体
を
し
っ
か
り

使
っ
て
自
然
に
か
か
わ
り
、

五
感
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

感
じ
た
り
考
え
た
り
で
き
る

子
ど
も
の
育
ち
を
願
い
、
保

育
者
自
身
も
感
じ
る
心
を
持

ち
、
こ
の
豊
か
な
環
境
を
無

駄
に
せ
ず
、
日
々
保
育
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
春
、
初
め
て
し
ら
ゆ
り
千

鳥
保
育
園
に
勤
務
す
る
よ
う
に

な
っ
て
改
め
て
感
じ
る
こ
と
は
、

ま
わ
り
の
自
然
の
豊
か
さ
で
す
。

園
を
一
歩
出
れ
ば
歩
い
て
二
十

分
程
の
と
こ
ろ
に
児
守
稲
荷
神
社

や
城
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
堀
川
に
添
っ
て
地
域
の

方
々
が
育
て
て
お
ら
れ
る
四
季

折
々
の
花
を
眺
め
な
が
ら
散
歩
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
堀
川
遊
覧
船

と
出
会
っ
た
時
に
は
、
大
き
な
声

で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
を
し
、

「
ま
た
ね
」
と
交
流
す
る
ひ
と

時
も
あ
り
ま
す
。
城
山
で
は
、
春

に
は
桜
や

珍
し
い
な

ん
じ
ゃ
も

ん
じ
ゃ
の

お
花
見
。

ま
た
一

年
を
通
じ

て
二
の
丸

広
場
で
虫

探
し
を
し

自
然
の
中
で
、

心
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

わぁ〜きれいだねぇ〜 !!
なんじゃもんじゃのお花だよ。

“おーい !! みてみて！ここだよ！”
築山のてっぺんでニッコリ !! それぇーっ !! イチョウの葉っぱ、

いっぱいだよ。

「
こ
ん
に
ち
は
」「
オ
ー
イ
」
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社会福祉法人　しらゆり会
第一種事業 第二種事業 公益事業

統括事務局　　 松江市山代町 934-5　TEL.0852-21-0789　FAX.0852-27-6985

社会福祉法第2条　第2項

第1号
生活保護法に
規定する救護
施設

救護施設　泉の園 松江市矢田町 472

TEL.0852-24-3512 FAX.0852-27-6987

第3号

老人福祉法に
規定する特老､
軽費老人ホー
ム

特別養護老人ホーム　詔光の里 松江市山代町 934-5

TEL.0852-31-4165 FAX.0852-27-6982

特別養護老人ホーム　いやしの館 松江市西川津町 733-1

TEL.0852-27-0081 FAX.0852-27-0071

軽費老人ホーム  ケアハウス　夢楽の郷 松江市山代町 933-9

TEL.0852-31-9036 FAX.0852-31-9038

第4号

障害者総合福
祉法に規定す
る障害者支援
施設

障がい者支援施設　希望の園 松江市山代町 934-10

TEL.0852-21-0791 FAX.0852-21-2829

障がい者支援施設　光洋の里 境港市渡町 2480

TEL.0859-45-5400 FAX.0859-45-5411

社会福祉法第2条　第3項

第2項
児童福祉法に
規定する保育
所

児童福祉施設　しらゆり保育園 松江市古志原 6-19-36

TEL.0852-22-3803 FAX.0852-60-7132

児童福祉施設　しらゆり第2保育園 松江市西持田町 336-5

TEL.0852-23-3340 FAX.0852-60-7131

児童福祉施設　しらゆり第3保育園 松江市矢田町 484-6

TEL.0852-26-2356 FAX.0852-60-7130

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園 松江市北田町 188-3

TEL.0852-21-3440 FAX.0852-60-7135

第4項 老人福祉法に
規定する事業

老人ホームヘルプサービス事業　ねぎらい 松江市山代町 934-5

TEL.0852-31-3328 FAX.0852-27-6982

老人デイサービス事業　きらめき 松江市山代町 934-5

TEL.0852-31-3370 FAX.0852-27-6982

第4の
2項

障 害 者 総 合
福祉法に規定
する障害福祉
サービス事業

障がい福祉サービス事業　ワークセンター島根 松江市矢田町 250-110

TEL.0852-22-4105 FAX.0852-31-1167

生活介護事業　さざなみ 境港市渡町 2480

TEL.0859-45-5400（光洋の里内） FAX.0859-45-5411

共同生活介護・共同生活援助事業　互助の館
松江市矢田町484-6　　 TEL.0852-31-8313　FAX.0852-31-8313
松江市東津田町1324-1　TEL.0852-67-3500　FAX.0852-67-3500

社会福祉法第26条　第1項

施行令
第4条

介護保険法に
規定する居宅
介護支援事業   
他

居宅介護支援事業所　ナイス 松江市山代町 934-5

TEL.0852-31-3288 FAX.0852-27-6982

訪問看護ステーション　暖心 松江市山代町 934-5

TEL.0852-28-0906 FAX.0852-27-6982

しらゆり会では、日頃の活動報告や活動予
定をホームページにて紹介しています。
下記のホームページアドレスからアクセス
してください。

時代のニーズに応える、
新しい社会福祉づくりに取り組んでいます。

http://www.sirayurikai.or.jp/

ここ数年来の異常気象。今年の夏も連日 30℃をはるかに
超える猛暑日が続いています。

これまで年２回発行してまいりました当法人広報誌「し
らゆり」は、今年度から年１回の発行とさせていただきます。

さて今年の６月、サッカー日本のワールドカップ出場が
決まった試合の後、サポーターたちの心をうまくとらえ、
事故や怪我のないように誘導して話題となった “DJ ポリス”
は、みなさまのご記憶にも新しいことと思います。

私たちも彼とまではいかなくとも、それぞれの持ち場持
ち場で、利用者のみなさんや園児、保護者のみなさんのニー
ズを的確に把握し、うまくそれに応えていくことができれ
ばと思います。そしてまた、それぞれの役割を果たすべく、
日々努力していきたいと思います。

この広報誌を通して、そんな私たちの思いや取り組みの
一端でも広報できれば幸いに存じます。

編集後記

◎写真 〜夏だ！プールだ！
	 キラキラ輝く水の中で涼感満喫!!〜

待ちに待ったプール開き。連日猛暑が続く中、子ども達
は思い切り水遊びを楽しんでいます。年長児のほとんどは
抵抗なく、顔をつけたりもぐったり出来るようになりまし
た。

2013 Summer
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（注）各施設の記載順は社会福祉法に定める事業の順とした


